
的
場
高
架
橋
は
、
平
成
24
年
の
４
月
に

開
通
し
た
新
東
名
高
速
道
路
の
御
殿
場

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
～
三
ヶ
日
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
間
の
も
っ
と
も
西
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

橋
が
架
か
る
付
近
は
、緑
と
渓
流
に
囲
ま
れ

た
田
園
風
景
が
広
が
る
山
里
で
、
近
く
を

流
れ
る
的
場
川
は
、古
く
か
ら
多
く
の
ホ
タ

ル
が
見
ら
れ
る
地
域
と
し
て
有
名
な
と
こ

ろ
で
す
。
し
か
し
、最
近
で
は
、河
川
改
修

な
ど
が
進
ん
だ
結
果
、
ホ
タ
ル
の
産
卵
や

生
育
に
適
し
た
場
所
が
減
少
し
て
い
る
と

懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、現
場
周
辺
の
ホ
タ
ル
が
生
息
す

る
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
施
工
方
法

を
場
所
打
ち
工
法
か
ら
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ

グ
メ
ン
ト
張
出
し
工
法
に
変
更
し
ま
し
た
。

こ
の
工
法
で
は
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン

ト
と
い
う
橋
桁
を
分
割
し
た
も
の
を
、
現

場
近
く
に
設
け
た
工
場
の
よ
う
な
製
作
設

備
で
あ
ら
か
じ
め
作
っ
て
お
き
、そ
の
セ
グ

メ
ン
ト
を
橋
脚
か
ら
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
与

え
な
が
ら
や
じ
ろ
べ
え
の
よ
う
に
接
続
し

伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、

す
べ
て
上
空
か
ら
の
施
工
と
な
り
、橋
脚
の

間
に
支
保
工
と
い
う
仮
設
の
支
持
構
台
を

設
け
る
必
要
が
な
い
の
で
、ホ
タ
ル
が
生
息

す
る
橋
桁
の
下
の
地
面
を
荒
ら
す
こ
と
が

な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、セ
グ
メ
ン

ト
工
法
を
採
用
し
た
こ
と
で
、ホ
タ
ル
が
生

息
す
る
川
の
周
辺
は
ほ
と
ん
ど
自
然
の
ま

ま
に
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

環
境
を
守
る
た
め
の
工
夫
は
施
工
方
法

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
セ
グ
メ
ン
ト
工

ホタルが飛び交う里で
　　 環境に優しい橋づくり

的場高架橋01
PCのニューフェイスたち♯002
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法
を
採
用
し
た
こ
と
で
、
橋
梁
の
直
下
に

使
わ
ず
に
済
ん
だ
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
る
の

で
、そ
こ
に
ホ
タ
ル
の
産
卵
場
と
し
て
ビ
オ

ト
ー
プ
を
作
り
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
は
一
生

の
大
半
を
水
の
中
で
過
ご
し
ま
す
。
水
質
、

水
温
、
水
路
の
形
態
や
土
壌
環
境
な
ど
が

良
好
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
、
餌
と
な
る

カ
ワ
ニ
ナ
の
生
息
も
必
要
な
条
件
で
あ
り
、

産
卵
す
る
苔
が
あ
る
こ
と
も
条
件
で
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
を
ビ
オ
ト
ー
プ
と
し
て

作
り
、
施
工
前
の
生
息
環
境
の
保
持
だ
け

で
な
く
、
生
息
環
境
の
活
性
化
を
目
指
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
に
は
地
域
の
協
力
と

意
識
の
向
上
が
不
可
欠
で
し
た
。
中
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
、富
士
常
葉
大
学
、地

元
自
治
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
里
の
楽
校
」
ら

と
の
協
働
に
よ
り
、毎
年
６
月
に
開
催
し
て

い
る
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
や
、地
域
の
子
供
た
ち

を
対
象
と
し
た
自
然
体
験
学
習
の
活
動
支

援
な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
指
し
た
活
動
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、地

元
自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
新
し
い
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
設
立
し
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を
活
用

し
な
が
ら
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
生
息
環
境

の
保
全
や
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
て
、今
後

の
発
展
が
楽
し
み
で
す
。

［ 

三
井
住
友
建
設（
株
）　

紙
永 

祐
紀 

］

セグメントの製作

セグメントの架設

完成全景

自然体験学習

橋　　　名 的場高架橋 （まとばこうかきょう）

発 注 者 名 中日本高速道路（株）

施工会社名 三井住友建設（株）

施 工 場 所 静岡県　浜松市北区引佐町的場

工　　　期 平成21年4月 ～ 平成23年8月

構 造 形 式

①本線上り線 9径間連続箱桁橋

橋　　　長 403.5ｍ ／ 最大支間長　 48.0ｍ ／ 架 設 工 法 　 片持架設

②本線下り線 7径間連続箱桁橋

橋　　　長 364.0ｍ ／ 最大支間長　 60.0ｍ ／ 架 設 工 法 　 片持架設
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長期供用のため施工管理

02 生平橋

波形鋼板架設 波形鋼形溶接 圧送管養生
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生
平
橋（
お
い
だ
い
ら
ば
し
）は
愛
知
県

岡
崎
市
生
平
町
に
位
置
す
る
新
東
名
高
速

道
路
の
本
線
橋
で
す
。
架
設
箇
所
の
地
形

や
交
差
す
る
道
路
・
河
川
な
ど
か
ら
橋
長

５
７
１
ｍ
・
最
大
支
間
長
１
４
４
ｍ
の
３

径
間
の
長
大
橋
に
な
り
、
自
重
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
構
造
性
・
経
済
性
に
優
れ

る
、張
出
し
施
工
に
よ
る
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

構
造
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
マ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、

長
期
に
わ
た
り
利
用
者
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
品
質
・
耐
久
性
に
配
慮
し
、特

に
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施

工
管
理
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。

　

波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
の
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
細
分
化
し
た
鋼
板
を
、
高

さ
・
方
向
を
１
㎜
単
位
で
所
定
の
位
置
に

合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
を
溶
接
し
、一
体
化
す

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
溶
接
箇
所
は
長
期

に
わ
た
る
車
の
荷
重
で
疲
労
破
壊
し
や
す

い
箇
所
で
あ
る
た
め
、肉
眼
で
も
見
え
な
い

傷
を
探
傷
試
験
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
ま
た
、

鋼
板
の
塗
装
は
維
持
管
理
の
軽
減
を
考
慮

し
て
７
回
に
分
け
て
重
塗
装
し
て
保
護
す

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
あ
た
り
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
圧
送
距
離
が
鉛
直
管
40
ｍ
、
水
平

管
70
ｍ
と
比
較
的
長
い
た
め
、
打
設
時
の

圧
送
管
の
閉
塞
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
閉

塞
し
た
場
合
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
供
給
が

途
絶
え
る
た
め
コ
ー
ル
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
、豆

板
等
の
初
期
欠
陥
が
生
じ
ま
す
。
特
に
夏

季
に
お
い
て
は
圧
送
管
が
直
射
日
光
を
受

け
高
温
に
な
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
詰
ま
る

可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
写
真
の
よ
う
に

マ
ッ
ト
を
敷
い
て
散
水
養
生
を
行
い
、温
度

の
上
昇
を
抑
制
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、こ
の
橋
が
あ
る
岡
崎
市
は
全
国
的

に
有
名
な
八
丁
味
噌
の
産
地
で
す
。
岡
崎

市
の
矢
作
川
流
域
の
矢
作
大
豆
と
知
多
半

島
の
饗
庭
で
生
産
さ
れ
た
塩
を
使
っ
て
、八

丁
村（
現
在
の
岡
崎
市
八
帖
）で
作
ら
れ
た

こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
味
噌
を
使
っ
た
料
理
と
し
て
、

味
噌
カ
ツ
・
味
噌
煮
込
み
う
ど
ん
・
味
噌
田

楽
な
ど
が
有
名
で
す
。

　

ま
た
、
岡
崎
市
は
良
質
の
御
影
石
の
産

地
で
も
あ
り
ま
す
。
墓
石
、灯
籠
、仏
像
の

製
作
技
術
は
優
秀
で
、日
本
三
大
石
製
品

の
産
地
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
新
東

名
高
速
道
路
の
全
線
開
通
に
と
も
な
い
東

京
～
名
古
屋
間
の
往
来
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

る
こ
と
か
ら
、よ
り
多
く
の
人
に
岡
崎
市
の

八
丁
味
噌
や
石
製
品
を
知
っ
て
頂
き
た
い

も
の
で
す
。

［（
株
）ピ
ー
エ
ス
三
菱　

大
房 

明
広
］

橋　　　名 生平橋 （おいだいらばし）

発 注 者 名 中日本高速道路（株）

施工会社名 （株）ピーエス三菱

施 工 場 所 愛知県　岡崎市岩中町 ～ 岡崎市生平町

工　　　期 平成21年1月 ～ 平成24年5月

構 造 形 式

① 生 平 橋 3径間連続ラーメン波形鋼版ウェブ箱桁橋

橋　　　長 571.0ｍ

最大支間長 144.0ｍ

架 設 工 法 片持架設

② 入 川 橋 3径間連続ラーメン波形
鋼版ウェブ箱桁橋

橋　　　長 507.0ｍ

最大支間長 120.0ｍ

架 設 工 法 片持架設

③大井野川橋 PRC4径間連続2主版桁橋

橋　　　長 246.5ｍ

最大支間長 34.5ｍ

架 設 工 法 固定支保工架設 現場塗装 波形鋼板架設
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乙
川
橋
（
お
と
が
わ
は
し
）
は
、
東
名

高
速
道
路
豊
田
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
よ
り

分
岐
し
た
新
東
名
高
速
道
路
が
、
愛
知

県
岡
崎
市
の
山
間
部
を
通
過
す
る
区
間

に
位
置
す
る
橋
梁
の
ひ
と
つ
で
す
。
一

級
河
川
乙
川
お
よ
び
県
道
岡
崎
設
楽
線

と
交
差
し
、両
側
に
は
山
が
迫
っ
て
お
り
、

地
形
条
件
の
厳
し
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
橋
の
両
側
で
は
ト
ン
ネ
ル

工
事
も
同
時
に
行
わ
れ
て
お
り
、
施
工

条
件
的
に
も
厳
し
い
場
所
で
し
た
。
な

お
、こ
の
橋
の
完
成
後
は
、
土
運
搬
用
の

工
事
用
道
路
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
、

出
来
る
限
り
早
い
引
き
渡
し
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

あ
る
橋
の
上
部
工
は
、
張
出
し
施
工
と

呼
ば
れ
る
工
法
で
施
工
し
ま
し
た
。
乙

川
橋
で
は
、打
ち
足
し
て
い
く
た
め
の
機

械
設
備
と
、
ウ
ェ
ブ
と
呼
ば
れ
る
橋
の
側

面
の
一
部
分
に
ち
ょ
っ
と
し
た
細
工
（
図

に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
ウ
ェ
ブ
の
上
側
・

下
側
に
あ
る
フ
ラ
ン
ジ
同
士
を
先
に
接

合
し
て
ウ
ェ
ブ
を
一
体
化
さ
せ
、
そ
の
上

に
機
械
設
備
の
前
方
を
乗
せ
る
細
工
）

を
し
ま
し
た
。
こ
の
細
工
に
よ
っ
て
、
左

右
に
打
ち
足
し
て
い
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
長
さ
を
5.
6
m
と
大
き
く
し
、
橋

全
体
で
の
打
ち
足
す
回
数
を
大
幅
に
減

ら
し
て
工
期
を
短
縮
し
ま
し
た
。

　

こ
の
橋
が
跨
ぐ
乙
川
は
矢
作
川
の
支

流
で
あ
り
、こ
の
周
辺
一
帯
は
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
の
生
息
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

PCのニューフェイスたち♯002

乙川橋03

四季を感じる
乙川を眺めて
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ま
す
。
夏
に
な
る
と
川
辺
に
潜
む
姿
や

夜
空
に
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
が
現
場
の
近

く
で
鑑
賞
で
き
ま
す
。
ま
た
、
乙
川
は

鮎
の
遡
上
が
盛
ん
な
場
所
で
、ち
ょ
う
ど

こ
の
橋
の
下
流
側
か
ら
漁
場
と
な
っ
て

お
り
、
鮎
漁
が
解
禁
と
な
る
6
月
末
か

ら
は
釣
り
人
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
現

場
か
ら
ほ
ど
近
い
季
節
料
理
店
で
も
、

中
庭
に
あ
る
席
で
鮎
が
身
を
躍
ら
せ
る

姿
が
見
ら
れ
、
新
鮮
な
鮎
を
賞
味
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
春
に
な
る
と
乙
川

の
河
川
沿
い
は
桜
で
一
杯
に
な
り
、
地
元

の
人
や
通
り
ゆ
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。
冬
に
は
辺
り
が
雪
化

粧
に
染
ま
る
こ
と
も
多
く
、
四
季
に
よ
っ

て
様
々
な
一
面
を
見
せ
て
く
れ
る
乙
川

で
も
あ
り
ま
す
。
新
東
名
高
速
道
路
の

全
線
開
通
は
平
成
26
年
度
の
予
定
で
あ

り
、
走
行
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
前
に
、
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
一
般
道
を
の
ん

び
り
と
走
り
、
こ
の
橋
を
含
め
た
多
く

の
新
東
名
の
橋
梁
を
下
か
ら
眺
め
、
季

節
の
料
理
に
舌
鼓
を
打
つ
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

［ 

オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石（
株
）　

落
合 

勝 

］

機械設備のちょっとした細工

橋　　　名 乙川橋 （おとがわはし）

発 注 者 名 中日本高速道路（株）

施工会社名 オリエンタル白石・植木組JV

施 工 場 所 愛知県　岡崎市岩戸町

工　　　期 平成19年9月 ～ 平成24年7月

構 造 形 式

① 上 り 線 5径間連続ラーメン波形鋼版ウェブ箱桁橋

橋　　　長 519.5ｍ　　／ 最大支間長　 135.0ｍ

架 設 工 法 片持架設

② 下 り 線 5径間連続ラーメン波形鋼版ウェブ箱桁橋

橋　　　長 524.5ｍ　　／ 最大支間長　 137.0ｍ

架 設 工 法 片持架設
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佐
奈
川
橋
は
愛
知
県
豊
川
市
に
架
け
ら

れ
た
新
東
名
高
速
道
路
の
橋
で
す
。
こ
の

橋
の
工
事
は
、上
部
工
事
と
下
部
工
事
が
一

体
で
、し
か
も
設
計
と
施
工
が
一
括（
デ
ザ

イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
）し
て
発
注
さ
れ
ま
し
た
。

佐
奈
川
橋
の
最
大
の
特
徴
は
、
新
東
名
高

速
道
路
で
一
番
高
い
高
さ
89
ｍ
の
橋
脚
で

す
。
こ
の
高
さ
は
、道
路
橋
と
し
て
日
本
で

４
番
目（
施
工
当
時
）に
な
り
ま
す
。
こ
の

橋
脚
に
は
鹿
島
で
開
発
し
た
ス
ー
パ
ー
Ｒ

Ｃ
構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
Ｒ

Ｃ
構
造
と
は
、一
般
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
よ
り
も
高
い
強
度
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
高

い
強
度
の
鉄
筋
を
組
み
合
わ
せ
て
使
用
す

る
構
造
で
す
。
こ
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、
橋

脚
の
断
面
が
小
さ
く
な
り
、施
工
性
や
経
済

性
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、長
周
期
化
に
よ

る
耐
震
性
の
向
上
も
期
待
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、佐
奈
川
橋
で
は
ス
リ
ッ
ト
の
あ
る
８

角
形
断
面
の
橋
脚
と
す
る
こ
と
で
、す
ら
っ

と
し
た
ス
レ
ン
ダ
ー
な
ハ
イ
ピ
ア
の
美
し
さ

を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

佐
奈
川
橋
の
周
辺
に
は
、豊
か
な
自
然
が

残
っ
て
い
ま
す
。
保
護
す
べ
き
稀
少
種
も

数
多
く
棲
息
し
、佐
奈
川
の
支
川
に
は
ナ
ガ

レ
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
が
、
周
辺
に
は
サ
シ
バ

等
の
猛
禽
類
が
棲
息
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、佐
奈
川
橋
が
稀
少
種
の
生
態
系
を
壊
さ

な
い
よ
う
に
、細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
た
。

ま
ず
、ナ
ガ
レ
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
の
生
態
系

を
守
る
た
め
に
、佐
奈
川
支
川
か
ら
十
分
離

れ
た
地
点
に
橋
脚
の
位
置
を
決
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
工
事
中
に
は
、佐
奈
川
支
川
へ
濁
水

や
土
砂
が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
な
対
策
を

施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、工
事
の
前
後
に

実
施
し
た
調
査
で
ナ
ガ
レ
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ

の
個
体
数
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
も
、場
所
に
よ
っ
て
は
個
体
数
が
増
え

て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
、

猛
禽
類
の
生
態
系
を
守
る
た
め
に
、餌
と
な

る
カ
エ
ル
な
ど
の
小
動
物
の
生
息
領
域
な

ら
び
に
移
動
経
路
を
確
保
し
ま
し
た
。
小

動
物
の
生
息
領
域
で
あ
る
佐
奈
川
本
川
東

側
の
水
田
エ
リ
ア
を
工
事
中
か
ら
保
全
す

る
と
と
も
に
、水
田
エ
リ
ア
の
工
事
用
道
路

を
盛
土
で
は
な
く
桟
橋
形
式
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、猛
禽
類
の
飛
翔
空
間
を
確
保
す
る

た
め
に
、水
田
エ
リ
ア
の
上
空
と
な
る
Ｐ
３

～
Ｐ
４
間
の
ス
パ
ン
を
大
き
く
し
た
設
計

を
し
ま
し
た
。
他
に
も
、竹
割
り
型
構
造
物

掘
削
工
法
を
８
橋
脚
で
採
用
し
て
、森
林
伐

採
範
囲
を
工
事
用
道
路
部
分
と
一
部
施
工

ヤ
ー
ド
に
限
定
す
る
な
ど
、橋
の
建
設
に
伴

う
地
形
の
改
変
を
最
小
限
に
抑
え
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、橋
が
完
成
す
る
と「
橋
脚
が
森

か
ら
生
え
た
よ
う
だ
」と
言
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
設
計
、施
工
で
の
取
組
み

を
経
て
、２
０
０
９
年
10
月
の
仮
設
工
事
の

着
手
か
ら
約
３
年
で
仮
設
物
の
設
置
・
撤

去
や
附
属
物
を
含
む
上
下
部
工
全
体
が
完

成
し
ま
し
た
。
本
橋
を
含
む
新
東
名
高
速

道
路
区
間
の
開
通
は
、２
０
１
４
年
度
の

予
定
で
す
。

［ 

鹿
島
建
設（
株
）　

相
馬
良
太 

］

PCのニューフェイスたち♯002

佐奈川橋04

森から生えた
スレンダーなハイピア
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橋　　　名 佐奈川橋 （さながわはし）

発 注 者 名 中日本高速道路（株）

施工会社名 鹿島建設（株）

施 工 場 所 愛知県　豊川市千両町

工　　　期 平成21年2月 ～ 平成24年10月

構 造 形 式

① 上 り 線 PRC6径間連続ラーメン箱桁橋

橋　　　長 636.0ｍ ／ 最大支間長　 142.0ｍ ／ 架 設 工 法 　 片持架設

② 下 り 線 PRC6径間連続ラーメン箱桁橋

橋　　　長 699.0ｍ ／ 最大支間長　 142.0ｍ ／ 架 設 工 法 　 片持架設
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神
通
川
橋
り
ょ
う
は
、
J
R
富
山
駅

の
西
側
に
位
置
し
、
現
在
も
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
北
陸
新
幹
線
の
橋
梁
で

あ
り
、
一
級
河
川
神
通
川
を
J
R
高

山
本
線
・
北
陸
本
線
と
平
行
し
て
渡
河

す
る
橋
長
4
2
8
m
の
4
径
間
連
続

P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
す
。

最
大
支
間
長
は
1
2
8
m
あ
り
、
鉄
道

橋
で
の
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋

と
し
て
は
国
内
第
2
位
の
長
さ
で
す
。

　

エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
は
、

”e
x
t
r
a
“
と
、”d
o
s
e
d
“
が
示

す
よ
う
に
、
補
強
材
で
あ
る
P
C
ケ
ー

ブ
ル
が
主
桁
の
外
側
に
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
全
体
剛
性
が
大
き
く
、
た
わ
み

が
小
さ
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、鉄
道
橋

に
適
し
た
構
造
形
式
で
、
斜
張
橋
の
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、正
確
に
は
吊
り
橋
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
橋
の
施
工
は
、
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
架
設
す
る
張
出
工
法
で
工

事
を
進
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
J
R
高

山
本
線
や
北
陸
本
線
が
通
過
す
る
既
設

鋼
橋
の
す
ぐ
横
で
の
近
接
作
業
で
し
た

の
で
、
列
車
の
運
行
に
支
障
を
来
た
さ

な
い
よ
う
毎
日
が
緊
張
の
連
続
で
し
た
。

　

ま
た
、
神
通
川
河
川
内
で
の
作
業
で

も
あ
り
、
梅
雨
時
に
は
河
川
増
水
に
よ

る
作
業
中
止
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
冬

場
は
、
大
雪
に
よ
る
除
雪
作
業
が
頻
繁

に
あ
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
平
成
24
年

の
冬
は
、
26
年
ぶ
り
に
富
山
市
内
で
も

80
㎝
を
こ
え
る
大
雪
と
な
り
、
私
も
毎

北幹神通川橋りょう05
PCのニューフェイスたち♯002

愛される
ランドマークをめざして

橋　　　名 北幹神通川橋りょう （ほっかんじんつうがわきょうりょう）

発 注 者 名 （独）鉄道建設 ・ 運輸施設整備支援機構

施工会社名 大成建設（株） ・ 大豊建設（株）・日本海建興（株）JV

施 工 場 所 富山県　富山市神通町地内、駒見地内、田刈屋地内

工　　　期 平成20年9月 ～ 平成24年10月

構 造 形 式 4径間連続エクストラドーズド箱桁橋

橋　　　長 428.0ｍ ／ 最大支間長　 128.0ｍ ／ 架 設 工 法 　 片持架設

張出し施工状況鉄道近接作業状況
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朝
、
玄
関
前
の
除
雪
を
し
て
事
務
所
に

向
か
い
、
現
場
で
も
又
除
雪
を
す
る
日

が
続
く
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
色
々
と
苦
労
も
あ
っ
た

工
事
で
し
た
が
、
遊
び
心
も
忘
れ
て
は
い

け
な
い
と
考
え
、
ケ
ー
ブ
ル
ワ
イ
ヤ
ー
を

支
え
る
高
さ
約
15
m
の
主
塔
3
本
の
足

場
に
、
L
E
D
電
球
約
８
千
個
を
使
っ

て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
を
企
画
し

ま
し
た
。
日
頃
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て

い
る
周
辺
住
民
の
皆
様
方
に
ご
覧
い
た

だ
き
、
本
橋
梁
に
親
し
み
を
抱
い
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、北
陸
新
幹
線
の
ア
ピ
ー

ル
を
兼
ね
て
、
12
月
に
は
星
の
形
や
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
、
お
正
月
に
は
鏡
餅
、
2

月
に
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
因
ん
で

ハ
ー
ト
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
表
現

し
、
地
元
の
皆
様
か
ら
も
ご
好
評
を
頂

き
ま
し
た
。

　

工
事
は
平
成
20
年
9
月
か
ら
始
ま

り
、
平
成
24
年
10
月
末
に
無
事
に
竣
工

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
本
工
事
の
関

係
者
の
皆
様
に
感
謝
を
表
す
と
と
も
に
、

私
共
の
施
工
い
た
し
ま
し
た
神
通
川
橋

り
ょ
う
が
富
山
県
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

し
て
長
く
愛
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

［ 

大
成
建
設（
株
）　

塚
本
英
樹 

］

冬期の除雪状況LEDイルミネーション
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PCのニューフェイスたち♯002

石山7号橋06

子どもたちの心に残る曲線美
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北
陸
地
方
の
最
西
端
、
福
井
県
お
お

い
町
石
山
に
深
い
峠
を
見
渡
す
様
に
ぐ

る
っ
と
一
周
す
る
曲
線
の
美
し
い
橋
が
完

成
し
ま
し
た
。
そ
の
名
前
は
「
石
山
7

号
橋
」。

　

こ
の
橋
が
出
来
る
迄
は
、
幅
員
が
狭
く

急
カ
ー
ブ
・
急
勾
配
が
連
続
し
た
峠
越

え
の
旧
道
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
も
見

通
し
が
悪
い
上
、
車
同
士
の
す
れ
違
い
が

難
し
く
、
特
に
冬
に
は
積
雪
に
よ
り
通
行

が
困
難
と
な
る
な
ど
地
元
の
人
達
に
は

と
て
も
不
便
な
道
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
15
年
か
ら
福
井
県
で
主

要
地
方
道
坂
本
高
浜
線
3.
6
㎞
区
間
の

整
備
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
。

　

現
地
は
高
低
差
が
大
き
く
、
急
勾
配
を

緩
和
す
る
に
は
、国
内
で
も
珍
し
い
曲
率
半

径
90
ｍ
の
ル
ー
プ
橋
を
架
け
る
事
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
橋
の
施
工
は
、
や
じ
ろ
べ
え
の
様

に
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
張

出
し
て
施
工
を
し
て
い
き
ま
す
が
、
急
曲

線
の
ル
ー
プ
橋
で
は
こ
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

り
方
が
特
に
難
し
く
な
る
の
で
、
作
業
の

際
移
動
作
業
車
や
型
枠
の
調
整
、
細
か

な
測
量
な
ど
美
し
い
曲
線
を
出
す
た
め

に
大
変
な
苦
労
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
様
な
中
、心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
や
っ
と
の
事
で
繋

が
っ
た
橋
を
佐
分
利（
さ
ぶ
り
）小
学
校
の

5
・
6
年
生
27
名
の
皆
さ
ん
が
見
学
に
来

て
く
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
現
場
見
学
会
は
、
福
井
県
が
地
元

の
子
ど
も
た
ち
に
公
共
事
業
へ
の
関
心
を

高
め
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、工
事
の
概
要
や
工
法
の

説
明
を
し
た
後
、
実
際
に
橋
面
か
ら
点
検

車
に
乗
っ
て
地
上
高
50
ｍ
の
世
界
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
際「
佐
分
利
の

家
が
た
く
さ
ん
見
え
る
。
こ
れ
に
乗
っ
て

作
業
す
る
の
は
大
変
」等
の
感
想
が
聞
こ
え
、

ま
た
特
別
に
箱
桁
の
内
側
に
入
っ
て
、将
来

の
夢
や
願
い
を
書
い
て
も
ら
う
と「
お
花
屋

さ
ん
に
な
り
た
い
」
と
か「
友
達
と
ず
っ
と

仲
良
く
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」
等
、周
り
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
様
に
冷
え
た
雰
囲
気
が

一
瞬
で
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら

も
こ
の
橋
を
通
る
度
に
、こ
の
橋
に
託
し

た
夢
や
願
い
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
し
て
こ
の
曲
線
美
の
橋
が
地
元
の

生
活
を
改
善
し
、
少
し
で
も
公
共
事
業
へ

関
心
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
こ
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

［ 

（
株
）日
本
ピ
ー
エ
ス　

上
田 

孝
明 

］

橋　　　名 石山7号橋 （いしやま７ごうきょう）

発 注 者 名 福井県

施工会社名 （株）日本ピーエス

施 工 場 所 福井県　大飯郡おおい町石山

工　　　期 平成23年3月 ～ 平成25年1月

構 造 形 式 3径間連続ラーメン箱桁橋

橋　　　長 181.5ｍ

最大支間長 75.8ｍ

架 設 工 法 片持架設

21 　  PCプレス　2013 ／ Sept. ／ Vol.002

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION



　

美
濃
山
地
の
山
な
み
、雄
大
な
木
曽
川
の

流
れ
。

　

各
務
原
大
橋（
か
か
み
が
は
ら
お
お
は

し
）は
、濃
尾
平
野
を
代
表
す
る
自
然
の
風

景
を
満
喫
で
き
る
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

各
務
原
大
橋
は
、こ
の
春
開
通
し
た
、木

曽
川
を
渡
る
橋
長
5
9
4
m
の
P
C

10
径

間
連
続
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
す（
上
部
工
施

工　

清
水
・
前
田
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
）。
木
曽
川
を
跨
ぐ
交
通
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
、交
通
渋
滞
の
緩
和
や
緊
急
輸
送
手
段

の
確
保
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
橋
は
、楕
円
形
の
橋
脚
、半
楕
円
形

の
橋
桁
、
橋
面
に
突
き
出
た
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク

と
呼
ば
れ
る
波
状
の
壁
な
ど
、
特
徴
的
な

形
状
を
し
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
や
構
造

形
式
は
、市
民
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
専
門
家
に
よ
る
審
査
委
員
会
で

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
公
園
都
市（
パ
ー
ク

シ
テ
ィ
ー
）を
目
指
す
各
務
原
市
の
新
た
な

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、緩
や
か
な
曲
線
の
シ
ル

エ
ッ
ト
を
も
つ
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
形
式
の
橋
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
と
は
、
横
か
ら
見
る
と

魚
の
背
び
れ（
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
）の
よ
う
な
形

状
の
壁
が
橋
桁
に
つ
い
た
橋
梁
で
す
。
車

道
か
ら
見
る
と
、こ
の
壁
が
波
打
つ
よ
う
に

連
な
り
ま
す
。
橋
の
車
道
部
と
歩
道
部
の

間
に
位
置
す
る
厚
さ
40
㎝
の
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク

は
、
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
橋
を
支
え
る

役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋

は
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
外
観
が
目
を
引
き
ま

す
が
、橋
桁
の
厚
み
や
道
路
計
画
高
さ
を
抑

え
る
こ
と
が
可
能
で
、総
事
業
費
の
圧
縮
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
こ
の
形
式
を
採
用
し
て
い
る
主

な
橋
梁
と
し
て
、鉄
道
橋
で
あ
る
鳴
瀬
川
橋

梁
や
姫
川
橋
り
ょ
う
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

道
路
橋
と
し
て
は
、
各
務
原
大
橋
が
国
内

最
長
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
部
材
厚
を
抑
え
た
ス
リ
ム

な
橋
桁
断
面
は
、プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト（
P
C
）の
技
術
が
多
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
P
C
鋼
材
は
、
半
楕
円
形
を
し

た
橋
桁
断
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
に
配

置
さ
れ
る
内
ケ
ー
ブ
ル
と
、
内
空
部
分
に

配
置
さ
れ
る
外
ケ
ー
ブ
ル
を
併
用
し
て
い

ま
す
。

　

架
設
方
法
と
し
て
、
移
動
架
設
桁
に
よ

る
張
出
し
架
設
工
法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

橋
桁
上
に
設
け
た
移
動
架
設
桁
か
ら
型
枠

を
懸
垂
し
て
、橋
脚
の
両
側
に
橋
桁
を
や
じ

ろ
べ
え
の
よ
う
に
張
出
し
て
い
き
ま
す
。
こ

の
工
法
は
、資
機
材
の
運
搬
や
工
事
関
係
者

の
移
動
を
、
完
成
し
た
橋
桁
と
移
動
架
設

桁
を
経
由
し
て
行
え
る
た
め
、河
川
が
増
水

す
る
夏
で
も
橋
桁
の
工
事
が
可
能
で
す
。

　

P
C
の
技
術
に
よ
り
、美
濃
山
地
の
山
な

み
に
溶
け
込
む
美
し
い
橋
梁
が
ま
た
ひ
と
つ

誕
生
し
ま
し
た
。
各
務
原
大
橋
は
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
地
元
住
民
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

［ 

清
水
建
設（
株
）　

栃
木 

謙
一 

］

PCのニューフェイスたち♯002

各務原大橋07

橋　　　名 各務原大橋 （かかみがはらおおはし）

発 注 者 名 各務原市

施工会社名 清水建設（株）・前田建設工業（株）JV

施 工 場 所 岐阜県
各務原市上中屋町～川島小網町 地内

工　　　期 平成22年7月 ～ 平成25年3月

構 造 形 式 10径間連続フィンバック箱桁橋

橋　　　長 594.0ｍ

最大支間長 60.0ｍ

架 設 工 法 片持架設

木曽川に誕生した新たなシンボル
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長
崎
県
の
北
東
に
位
置
す
る
国
境
の
島

「
対
馬
」。
そ
の
重
要
港
湾
で
あ
る
厳
原︵
い

づ
は
ら
︶
港
湾
と
背
面
地
区
と
の
連
絡
を
図
る

と
と
も
に
港
湾
内
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め

に
計
画
さ
れ
た
厳
原
港
臨
港
道
路
事
業
の
一

環
と
し
て
、志
賀
ノ
鼻
大
橋（
し
か
の
は
な
お

お
は
し
）は
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
、盛
土
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

海
中
に
貴
重
な
珊
瑚
が
生
育
し
て
い
る
こ
と
、

護
岸
の
景
観
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
橋

梁
に
計
画
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
現
場
を
見
た
時
は
、
綺
麗
な
海

の
中
に
橋
脚
・
橋
台
が
い
ろ
い
ろ
な
方
向
に

建
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、ど
の
方
向
に
橋
が
か

か
る
か
を
図
面
を
見
な
が
ら
確
認
し
な
い
と

分
か
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　

資
機
材
の
搬
入
・
搬
出
は
主
に
ク
レ
ー
ン

船
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。
ク
レ
ー
ン
船

の
設
置
は
海
上
部
で
あ
れ
ば
ど
こ
の
位
置

に
で
も
設
置
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、前
述
し
た
珊
瑚
が
生
育
し
て
い
る
た
め
、

設
置
は
作
業
位
置
よ
り
少
し
離
れ
た
所
に

し
ま
し
た
。
外
洋
工
事
で
な
く
湾
内
で
の

工
事
だ
っ
た
の
で
波
の
影
響
は
少
な
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、湾
内
に
波
が
入
り
込

ん
で
く
る
こ
と
が
か
な
り
あ
り
、そ
の
都
度
、

ク
レ
ー
ン
船
が
動
揺
し
、吊
荷
が
揺
れ
て
作

業
で
き
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

台
風
が
接
近
す
る
と
厳
原
港
長
よ
り

作
業
船
の
避
難
命
令
が
出
さ
れ
、
作
業
船

は
浅
茅
湾（
あ
そ
う
わ
ん
）へ
避
難
し
ま
す

が
、
浅
茅
湾
へ
の
移
動
は
日
露
戦
争
時
代

に
海
軍
が
軍
艦
を
通
す
為
に
開
削
し
た
人

工
の
堀
切
り
水
路「
万
関
瀬
戸（
ま
ん
ぜ
き

せ
と
）」を
利
用
し
ま
す
。
万
関
瀬
戸
に
は
、

対
馬
島
の
上
島
と
下
島
を
繋
ぐ
万
関
橋
が
、

初
代（
明
治
33
年
）、２
代
目（
昭
和
31
年
）、

３
代
目（
平
成
８
年
）と
架
け
な
お
さ
れ
て

お
り
、対
馬
で
は
有
名
な
観
光
名
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
11
月
18
日
に
土
木
の
日
ｉ
ｎ

対
馬
２
０
１
２
が
開
催
さ
れ
、市
民
の
方
々

を
招
い
て
の
現
場
見
学
会
が
あ
り
ま
し
た
。

中
央
閉
合
も
完
了
し
て
い
た
の
で
橋
桁
上

ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
案
内
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
現
場
で
使
用
し
た
塗
装
鉄
筋
を

参
加
の
皆
さ
ん
に
直
接
触
れ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、参
加
者
の
多
く
は
普
段
橋
の

内
部
を
見
る
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
、橋
桁

内
部
が
空
洞
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た

方
も
お
ら
れ
、「
橋
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
全
て

造
っ
て
し
ま
う
と
橋
の
重
量
が
増
え
て
重
く

な
る
の
で
橋
の
中
を
空
洞
に
し
て
い
ま
す
」

と
答
え
る
と
な
る
ほ
ど
と
納
得
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

８
月
第
１（
土
・
日
曜
日
）の
２
日
間
行
わ

れ
る
恒
例
の
厳
原
港
祭
り
の
花
火
大
会
で

は
、志
賀
ノ
鼻
大
橋
の
前
で
花
火
が
上
が
る

た
め
、本
橋
が
絶
好
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
も

な
り
、当
日
は
多
く
の
見
物
客
で
賑
わ
う
こ

と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
完
成
し
た

志
賀
ノ
鼻
大
橋
が
、対
馬
厳
原
港
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
橋
と
な
っ
て
く
れ
る
事
を
願
い
ま
す
。

［ 

川
田
建
設（
株
）　

池
田 

潤 

］

PCのニューフェイスたち♯002

志賀ノ鼻大橋08

橋　　　名 志賀ノ鼻大橋 （しかのはなおおはし）

発 注 者 名 長崎県

施工会社名 川田建設・早田組・三槻組ＪＶ

施 工 場 所 長崎県
対馬市　厳原町　厳原

工　　　期 平成23年3月 ～ 平成25年3月

構 造 形 式 4径間連続箱桁曲線橋

橋　　　長 290.0ｍ

最大支間長 91.3ｍ

架 設 工 法 片持架設

PCプレス　2013 ／ Sept. ／ Vol.002 　  24



離島工事海上施工の曲線橋

クレーン船を使った作業

厳原港祭り ／ 舟グロー大会

現場見学会

万関橋 ／ 万関瀬戸
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全長２３１ｍの雪崩、落石兼用シェッド

当
施
設
は
、北
ア
ル
プ
ス
の
玄
関
口
の
一

つ
、上
高
地
に
近
い
国
道
１
５
８
号
湯
川
渡

（
ゆ
か
わ
ど
）か
ら
、
秘
湯
と
し
て
有
名
な

白
骨
温
泉（
し
ら
ほ
ね
お
ん
せ
ん
）を
つ
な

ぐ
県
道
白
骨
温
泉
線
に
平
成
24
年
に
施
工

さ
れ
ま
し
た
。
白
骨
温
泉
線
は
全
長
４
㎞

程
の
山
岳
道
路
で
、所
々
道
幅
が
狭
く
、雪

崩
・
落
石
の
危
険
が
あ
る
険
し
い
道
で
す
。

そ
の
た
め
こ
れ
ま
で
冬
期
間
は
通
行
止
め

と
な
り
、上
高
地
乗
鞍（
か
み
こ
う
ち
の
り

く
ら
）ス
ー
パ
ー
林
道
を
経
由
す
る
大
迂
回

コ
ー
ス
を
通
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
長
野
県
は
白
骨
温
泉
線
の
通
年
通

行
を
目
指
し
、
平
成
21
年
よ
り
道
路
拡
幅
、

凍
結
防
止
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
の

対
策
工
事
に
着
手
し
、当
施
設
も
そ
の
一
環

と
し
て
施
工
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

白
骨
温
泉
線
は
平
成
24
年
12
月
１
日
よ
り

通
年
通
行
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ェ
ッ
ド
と
は
、
雪
崩
・
落
石
等
か
ら
道

路
を
守
る
た
め
の
施
設
で
す
。
白
骨
ス
ノ
ー

シ
ェ
ッ
ド
は
延
長
２
３
１
ｍ
あ
り
、こ
の
種

の
施
設
と
し
て
は
非
常
に
長
い
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
道
路
は
曲
が
り
く
ね
り（
最
小

半
径
45
ｍ
）、勾
配
も
12
％
と
、一
般
の
道
路

で
は
ま
ず
体
験
で
き
な
い
急
勾
配
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
の
入
口

と
出
口
で
は
実
に
30
ｍ
近
い
高
低
差
と
な
り

（
10
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
相
当
！
）
歩
く
だ

け
で
も
と
て
も
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

当
現
場
は
早
期
開
通
を
目
指
す
た
め
、

施
工
性
を
重
視
し
、
工
場
で
製
作
し
た
プ

レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
部
材

を
、現
地
で
組
み
立
て
る
方
法
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
通
常
こ
こ
ま
で
厳
し
い
線
形
条

件
で
す
と
、ど
う
し
て
も
部
材
間
に
段
差
が

発
生
し
ま
す
。
し
か
し
、せ
っ
か
く
の
観
光

道
路
な
の
に
、
付
属
施
設
が
凸
凹
で
は
格

好
悪
い
で
す
か
ら
、い
か
に
部
材
間
の
段
差

を
減
ら
し
、
美
し
く
仕
上
げ
る
か
が
今
回

の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
事
前
の
測
量
を
入
念
に
行
い
、極
力
基

礎
工
等
の
現
状
に
添
う
よ
う
、
部
材
寸
法

に
微
修
正
を
加
え
製
作
し
ま
し
た
。
施
工

に
お
い
て
も
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
段
差
を
均
等
に

振
り
分
け
る
等
、
日
々
微
調
整
の
繰
り
返

し
で
し
た
。
苦
労
も
多
か
っ
た
の
で
す
が

妥
協
せ
ず
、
美
観
上
も
満
足
の
い
く
仕
上

が
り
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
、施
工
中
は
対
岸
の
斜
面
に

し
ば
し
ば
、ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
・
ニ
ホ
ン
ザ

ル
が
出
没
し
ま
し
た
。
ま
た
週
末
の
工
事

を
休
ん
で
い
た
数
日
間
に
、キ
イ
ロ
ス
ズ
メ

バ
チ
が
シ
ェ
ッ
ド
の
軒
下
に
立
派
な
巣
を
作

り
上
げ
て
い
た
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
談
な
ど
も
聞
い
た

り
し
て
、い
か
に
も
秘
湯
へ
続
く
道
路
の
工

事
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

白
骨
温
泉
を
訪
れ
る
際
は
、
大
自
然
を

満
喫
す
る
と
と
も
に
、
是
非
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ

ド
に
も
目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
四

季
を
通
し
て
雪
崩
、
落
石
か
ら
み
な
さ
ん

を
守
り
続
け
て
い
る
は
ず
で
す
。

［ 

日
本
サ
ミ
コ
ン（
株
） 　

伊
藤 

宏 

］

PCのニューフェイスたち♯002

白骨スノーシェッド09

1270.00

1260.00

1250.00

1240.00

1230.00

12.0%

シェッド総延長　231.0（m）

側面図

PCプレス　2013 ／ Sept. ／ Vol.002 　  26



件　　　名 白骨スノーシェッド （しらほねすのーしぇっど）

発 注 者 名 長野県

施工会社名 松本土建（株）

PC施工会社名 日本サミコン（株）

施 工 場 所 長野県
松本市白骨 地内

工　　　期 平成23年12月 ～ 平成24年10月

構 造 形 式 逆L型（１剛２ヒンジ）構造

橋　　　長 231.0ｍ

最大支間長 8.0ｍ

架 設 工 法 プレキャスト工法
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日
本
で
最
初
の
P
C
タ
ン
ク
は
昭
和
32

年
に
岐
阜
県
伊
自
良（
い
じ
ら
）村（
現
在
は

山
県
市
）で
簡
易
水
道
用
85
3
m
の
容
器
と

し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、50
有
余

年
が
過
ぎ
、
そ
の
数
は
8
0
0
0
基
を
超

え
ま
し
た
。

　

P
C
タ
ン
ク
は
、桶
に
例
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
側
壁
が「
板
」、

円
周
方
向
の
P
C
鋼
材
が「
た
が
」
で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
円
周
方
向
に
P
C
鋼
材

で
締
め
付
け
る
こ
と
で
、水
が
漏
れ
な
い
耐

久
性
の
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
容
器
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
平
成
23
年
3
月
11
日
に

起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
は
、未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、殆
ど
の
P
C
タ

ン
ク
は
水
を
蓄
え
て
い
ま
し
た
。 

　

近
年
で
は
、P
C
タ
ン
ク
の
側
壁
や
基
礎
構

造
へ
の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
軽
量
で
丈

夫
な
ア
ル
ミ
ド
ー
ム
屋
根
が
採
用
さ
れ
、国
内

で
1
0
0
基
以
上
の
実
績
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

熊
野
調
整
池
が
あ
る
熊
野
町
は
、
広

島
県
西
部
に
位
置
し
、
広
島
市
か
ら
東

南
へ
約
11
㎞
の
地
点
に
あ
る
人
口
約

2
万
5
0
0
0
人
の
町
で
、
町
内
に
は
縄

文
時
代
、弥
生
時
代
の
遺
跡
が
数
多
く
残
っ

て
い
る
歴
史
の
あ
る
土
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

熊
野
町
と
言
え
ば
女
子
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
日
本
代
表
の「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

に
贈
ら
れ
た
熊
野
筆
の
産
地
で
す
。
熊
野
町

の
筆
づ
く
り
は
、1
8
3
0
年
ご
ろ
に
熊
野

町
製
筆
の
元
祖
と
さ
れ
る
佐
々
木
為
次
、乙

丸
常
太
、井
上
治
平
の
3
人
が
、筆
づ
く
り

を
学
ん
だ
こ
と
が
起
源
で
す
。
村
に
帰
っ
た

PCのニューフェイスたち♯002
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件　　　名 熊野調整池 （くまのちょうせいち）

発 注 者 名 広島県

施工会社名 （株）安部日鋼工業

施 工 場 所 広島県　安芸郡熊野町初神地内

工　　　期 平成22年12月 ～ 平成25年1月

構 造 寸 法

躯体寸法円D 42.3ｍ ／ 高 さ H 　13.0ｍ ／ 有効水深He　 5.0ｍ

容 　 　 量 7,000m3 ／ 施 工 方 法 　 場所打ち

屋 　 　 根 アルミドーム（テムコドーム）

結桶師（三十二番職人歌合）

基礎の施工アルミドーム（骨組）

彼
ら
は
、熱
心
に
村
人
に
筆
づ
く
り
を
教
え

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、そ
の
技
術
が
現
在
ま

で
1
8
0
年
あ
ま
り
続
い
て
い
ま
す
。
現
在

で
は
全
国
で
作
ら
れ
る
筆
の
8
割
が
熊
野
町

で
作
ら
れ
て
お
り
、ま
た
高
級
化
粧
筆
で
は
、

世
界
シ
ェ
ア
の
過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

熊
野
調
整
池
は
、広
島
水
道
用
水
供
給
事

業
の
一
つ
と
し
て
、給
水
量
増
加
に
よ
る
容
量

不
足
に
対
処
す
る
た
め
、既
設
の
熊
野
調
整

池
場
内
に
容
量
7
0
0
0
3
m
の
Ｐ
Ｃ
タ
ン

ク
を
増
設
し
ま
し
た
。
こ
の
Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク
の

基
礎
部
分
は
、
約
1
3
0
0
0
3
m
（
深
さ

5
ｍ
～
10
ｍ
）の
自
走
式
土
質
改
良
機
を
用

い
て
の
セ
メ
ン
ト
固
化
に
よ
る
地
盤
改
良
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
施
工
時
に
大
雨
が
降
り
、

P
C
タ
ン
ク
よ
り
も
大
き
な
溜
め
池
を
造
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
施
工
当
時
は
こ
の
よ
う

な
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、完
成
し
た
タ
ン

ク
を
見
る
と
そ
の
苦
労
も
吹
き
飛
び
、当
時

の
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
平
成
23
年
の
デ
ー
タ
で
は
国

内
の
水
道
普
及
率
は
97.
6
%
で
水
道
の
蛇

口
を
捻
れ
ば
ど
こ
で
も
水
が
飲
め
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
先
進
国
で
の
普
及
率
は
軒
並
み

90
％
を
超
え
充
実
し
て
い
る
の
に
対
し
、ア

ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
お
よ
び
中
南
米
諸
国
で
の

普
及
率
は
50
％
未
満
が
多
く
濁
っ
た
水
を

飲
ん
で
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
今
後
こ
れ

ら
の
国
々
に
も
上
水
道
が
整
備
さ
れ「
命
の

水
を
守
る
」耐
久
性
の
高
い
P
C
タ
ン
ク
が

益
々
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。

 ［  

（
株
）安
部
日
鋼
工
業　

中
山 

浩
和  

］
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計
画
地
は
、淡
路
島
東
海
岸
沿
い
の
ほ
ぼ

中
央
で
、大
阪
湾
を
臨
む
洲
本
港
に
面
し
た

洲
本
市
の
中
心
部
で
す
。
紡
績
産
業
で
栄
え

た
カ
ネ
ボ
ウ
工
場
が
あ
っ
た
区
域
の
一
部
で
、

そ
の
工
場
群
が
赤
レ
ン
ガ
を
利
用
し
た
建
物

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、周
辺
に
あ
る
市
立
図
書

館
や
文
化
体
育
館
で
も
赤
レ
ン
ガ
を
再
利
用

す
る
な
ど
、地
域
一
帯
で
レ
ン
ガ
を
基
調
と
す

る
景
観
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
歴
史
あ
る
地
域
環
境
の
中
で
、

兵
庫
県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
は
景
観
の
継

承
を
し
つ
つ
、高
度
先
端
医
療
を
提
供
す
る

兵
庫
県
淡
路
地
域
の
中
核
的
病
院
で
あ
る
と

と
も
に
、災
害
拠
点
病
院
と
し
て
も
重
要
な

機
能
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、大
地
震
後
も
建
物
機
能
を
損
な

う
こ
と
な
く
使
用
で
き
る
耐
震
性
能
を
確

保
し
、沿
岸
部
と
い
う
環
境
下
に
お
け
る
耐

塩
害
性
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
建
設
現
場

で
の
環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、免
震

構
造
と
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
・
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
組
合
せ
に
よ
り
解
決
を

図
り
ま
し
た
。
一
般
的
に
こ
の
組
合
せ
は
相

性
が
よ
く
、互
い
の
長
所
を
相
乗
的
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、設
計
・
施
工

の
実
績
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

検
査
・
診
療
部
門
が
入
る
低
層
部（
３

層
）
の
平
面
形
状
は
約
１
０
０
ｍ
×

１
０
０
ｍ
、
そ
の
上
に
病
棟
を
５
層
配
置

す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、平
面
計

画
上
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る

た
め
、
基
準
ス
パ
ン
は
12.
６
ｍ
×
９.
０

ｍ
と
し
、圧
着
工
法
に
よ
り
ラ
ー
メ
ン
架
構

を
構
築
し
ま
し
た
。

　

着
工
5
ヶ
月
後
、
東
日
本
大
震
災
が
起

き
ま
し
た
。
す
ぐ
さ
ま
、さ
ら
に
地
震
津

波
対
策
を
強
化
す
る
な
ど
、
災
害
に
強
い

病
院
づ
く
り
を
継
続
し
、
平
成
25
年
３
月

25
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
４
月
13
日
に
は
、淡
路
島
を
震

源
と
す
る
最
大
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生

し
、
洲
本
市
内
で
も
震
度
５
弱
を
観
測
し

ま
し
た
。
建
物
に
被
害
は
な
く
、
免
震
層

の
変
形
は
ケ
ガ
キ
の
跡
か
ら
ほ
ぼ
設
計
値

ど
お
り
で
し
た
。

　

５
月
１
日
に
は
無
事
淡
路
医
療
セ
ン

タ
ー
へ
の
移
転
を
終
え
、す
で
に
現
地
で
は

診
療
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
施
設
の
建

設
に
際
し
、大
変
お
世
話
に
な
っ
た
兵
庫
県
、

病
院
・
医
療
関
係
者
を
は
じ
め
、施
工
に
関

わ
っ
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

［ （
株
）安
井
建
築
設
計
事
務
所　

山
浦 

晋
弘  

］

撮影／エスエス大阪 津田裕之撮影／エスエス大阪 津田裕之

撮影／エスエス大阪 津田裕之

件　　　名 兵庫県立淡路医療センター 
（ひょうごけんりつあわじいりょうせんたー）

発 注 者 名 兵庫県
施工会社名 戸田・村本・前川JV
PC施工会社名 （株）ピーエス三菱
施 工 場 所 兵庫県　洲本市塩屋１丁目

工　　　期 平成22年10月 ～ 平成25年3月
規　　　模 ＰＣａＰＣ造　地上8階、塔屋2階

建築面積：11,165㎡　延床面積：35,333㎡
最高高さ：GL+40.59ｍ
軒高：GL+34.04ｍ　標準階高：4.20ｍ

P C 箇 所 柱、大梁、小梁、床版、バルコニー版、免震ブロック

施  工  法 プレキャスト：ＰＣａＰＣ圧着工法
柱：ＰＣ鋼棒圧着　　梁：ディビダーク工法

設 計 監 理 兵庫県県土整備部住宅建築局営繕課 ・ 設備課
（株）安井建築設計事務所

建物全景

ホスピタルストリート

ケガキ板に刻まれた変形量
中心から最大で上：3㎝、下：4㎝、左：8㎝、右：6㎝免震層が変形した
ことが判る。（上側が北方向を示す）

エントランスホール（待合）
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新
幹
線
の
車
窓
か
ら
も
そ
の
景
観
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
浜
名
大
橋
は
、雄
大
で

美
し
く
、
浜
名
湖
と
遠
州
灘
を
結
ぶ
今
切

口
に
架
か
る
橋
で
す
。
昭
和
51
年
に
完
成

し
た
浜
名
大
橋
は
、
最
大
支
間
２
４
０
ｍ

の
有
ヒ
ン
ジ
ラ
ー
メ
ン
橋
と
し
て
は
世
界

最
大
規
模
を
誇
り
、
今
で
も
浜
名
湖
を
訪

れ
る
観
光
客
に
そ
の
勇
姿
を
誇
示
し
て
い

ま
す
。
浜
名
湖
は
ウ
ナ
ギ
や
ス
ッ
ポ
ン
の

養
殖
で
有
名
で
す
が
、近
く
に
は
遠
州
灘
に

面
し
た
中
田
島
砂
丘
が
あ
り
、
ウ
ミ
ガ
メ

が
産
卵
に
来
ま
す
。
多
く
の
人
に
知
ら
れ

親
し
ま
れ
て
い
る
橋
梁
の
修
繕
工
事
を
担

当
す
る
こ
と
に
、
関
係
者
一
同
、
強
い
使
命

感
と
大
き
な
喜
び
を
感
じ
、
仕
事
に
没
頭

し
ま
し
た
。

　

国
道
１
号
浜
名
バ
イ
パ
ス
の
一
部
を
形

成
し
て
い
る
浜
名
大
橋
は
、
Ｐ
Ｃ
５
径
間

連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
構
造
で
、
完
成
か
ら

37
年
経
過
し
た
こ
と
に
伴
う
老
朽
化
の
進

行
、
通
行
料
金
無
料
化
に
よ
る
交
通
量
の

増
大
、車
両
の
大
型
化
等
、に
対
す
る
性
能

維
持
が
課
題
で
し
た
。
さ
ら
に
、
耐
震
性

能
の
向
上
・
走
行
性
の
改
善
を
目
的
と
し
て

大
規
模
修
繕
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
補

強
工
法
を
選
定
す
る
際
、
海
上
31
ｍ
で
の

高
所
作
業
、
強
風
・
飛
来
塩
分
の
影
響
、
景

観
へ
の
配
慮
、
交
通
規
制
の
日
数
削
減
等
、

が
施
工
条
件
と
し
て
考
慮
さ
れ
、そ
の
結
果
、

Ｐ
Ｃ
鋼
材
を
追
加
配
置
し
た
中
央
ヒ
ン
ジ

部
の
連
結
化
、
炭
素
繊
維
シ
ー
ト
補
強
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
工
事
で
は
、１
日
当
た
り
の
交
通
量
が

４
万
４
千
台
に
も
達
す
る
バ
イ
パ
ス
を
、約

３
㎞
に
渡
り
規
制
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
規
制
中
は
、ガ
ソ
リ
ン
が
底
を
つ
い
て

エ
ン
ス
ト
す
る
自
動
車
も
あ
り
、工
事
関
係

者
数
名
が
、エ
ン
ス
ト
車
を
押
し
て
移
動
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、工
事
中
に

台
風
の
直
撃
を
受
け
、近
隣
の
砂
浜
か
ら
大

量
の
砂
が
強
風
で
橋
面
に
打
ち
上
げ
ら
れ

る
と
い
う
事
態
に
直
面
し
、現
場
所
長
を
含

む
工
事
従
事
者
や
発
注
者
職
員
が
人
力
で

砂
を
除
去
す
る
と
い
う
涙
ぐ
ま
し
い
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。
竣
工
を
迎
え
た
瞬
間
、現

場
所
長
は
こ
れ
ら
の
思
い
出
が
よ
み
が
え

り
、目
頭
が
熱
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
後
、
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ

た
数
多
く
の
橋
梁
が
、
橋
齢
50
歳
以
上
を

迎
え
、修
繕
が
必
要
に
な
っ
て
い
く
と
の
予

測
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
工
事
は
、
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
的
要
素
の
強
い
橋
梁
の
大
規
模

修
繕
に
Ｐ
Ｃ
の
技
術
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

我
々
は
こ
の
工
事
を
通
じ
て
、今
後
、難
工

事
へ
の
積
極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
技
術
の
研

鑽
を
続
け
、
長
年
積
み
重
ね
て
き
た
技
術

で
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

［ 

極
東
興
和（
株
）　

山
根
隆
志 

］

件　　　名 浜名大橋主桁補強 （はまなおおはししゅけたほきょう）

発 注 者 名 国土交通省

施工会社名 極東興和（株）

施 工 場 所 静岡県
浜松市西区舞阪町舞阪～湖西市新居町新居

工　　　期 平成24年2月 ～ 平成24年11月

工 事 内 容 浜名大橋（下り線）中央径間の主桁補強工事
橋長631.8mのうちの、163.0mが施工範囲

構 造 延 長 163.0ｍ

有 効 幅 員 9.0ｍ

施 工 方 法 ・ アウトケーブル工法及びPC鋼棒による
  中央ヒンジ部の連結化
・ 炭素繊維シートによる主桁補強

箱桁内の中央ヒンジ部 今切口（海釣公園） 近隣の砂浜

国道1号 浜名バイパスの規制
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平
成
24
年
10
・
11
月
の
２
ヶ
月
間
に
真
岡

市
立
久
下
田
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
中
学
校
は
、栃
木
県
真

岡
市
の
郊
外
、茨
城
県
と
の
県
境
に
近
い
田

園
地
帯
に
あ
り
、米
作
・
い
ち
ご
栽
培
を
中

心
と
し
た
農
業
が
盛
ん
な
地
域
に
あ
り
ま

す
。
鉄
道
駅
や
高
速
道
路
に
も
近
い
た
め
、

真
岡
市
や
隣
接
す
る
筑
西
市
の
工
業
団
地

に
勤
務
す
る
人
た
ち
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
開
発
が
進
み
、中
学
校
の
生
徒
数
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

校
舎
の
耐
震
補
強
に
あ
た
っ
て
内
部
補
強
・

外
部
補
強
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、学
校
の

授
業
を
行
い
な
が
ら
補
強
が
出
来
る
建
物
の

外
部
補
強
が
採
用
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

通
常
、補
強
方
法
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

地
方
自
治
体
で
数
種
類
の
工
法
の
中
か
ら
、

以
下
の
項
目
を
比
較
し
て
工
法
が
選
定
さ
れ

ま
す
。（
比
較
項
目
の
一
例
①
工
事
中
の
騒

音
・
粉
塵
等
の
居
住
者
に
与
え
る
負
荷
の
度

合
い
。
②
工
期
。
③
補
強
部
材
取
付
け
箇

所
の
採
光
性
の
確
保
。
④
も
ち
ろ
ん
経
済

性
も
重
視
さ
れ
ま
す
。）久
下
田
中
学
校
の

耐
震
補
強
に
あ
た
っ
て
も
、こ
の
よ
う
な
比

較
・
検
討
が
行
わ
れ
、最
終
的
に
パ
ラ
レ
ル
構

法
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ラ
レ
ル
の
施
工
に
あ
た
っ
て
、最
初
に
補

強
部
材
を
載
せ
る
基
礎
や
基
礎
梁
等
の
施

工
を
行
い
ま
す
。
基
礎
工
事
を
施
工
し
て

い
る
間
に
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
柱
・
梁
部
材
を
工

場
で
製
作
し
、基
礎
工
事
完
成
後
に
部
材
の

建
方
を
行
い
ま
す
。
補
強
部
材
建
方
後
に

斜
め
ブ
レ
ー
ス
材（
Ｐ
Ｃ
鋼
棒
）を
ク
ロ
ス
に

♯002 PCのニューフェイスたち

久下田中学校
耐震補強
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配
置
し
緊
張
工
事
を
行
い
、最
後
に
既
存
建

物
と
補
強
部
材
を
接
合
し
一
体
化
し
ま
す
。

基
礎
工
事
期
間
に
補
強
部
材
や
ブ
レ
ー
ス

材
の
製
作
を
行
う
為
、先
に
記
述
し
た
２
ヶ

月
間
の
短
期
間
で
の
施
工
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、接
合
方
法
と
し
て
、校
舎
が
バ
ル

コ
ニ
ー
付
き
の
建
物
の
為
、補
強
部
材
を
バ

ル
コ
ニ
ー
先
端
に
取
付
け
る
こ
と
に
よ
り
補

強
前
と
変
わ
ら
ず
バ
ル
コ
ニ
ー
の
使
用
環
境

を
変
え
な
い
点
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
騒
音
・
粉
塵
に
つ
い
て
は
、プ
レ
キ
ャ

ス
ト
工
法
の
為
、騒
音
・
振
動
、粉
塵
・
廃
材

も
少
な
く
、既
存
建
物
と
の
接
合
面
が
梁
面

の
為
、在
来
工
法
に
比
べ
騒
音
・
振
動
の
発
生

量
が
１
／
２
以
下
に
減
少
し
ま
す
。

　

補
強
後
の
採
光
性
は
、ブ
レ
ー
ス
材
の
Ｐ

Ｃ
鋼
棒
が
最
大
で
径
φ
40
と
細
い
為
、補
強

後
に
室
内
に
追
加
照
明
を
増
設
す
る
必
要

も
な
く
十
分
な
採
光
性
の
確
保
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

以
上
の
施
工
方
法
や
工
法
の
特
徴
を
生
か

し
、工
事
中
の
生
徒
や
先
生
へ
の
負
荷
低
減
を

目
指
し
た
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、被
災
地
域
に
パ
ラ

レ
ル
構
法
で
補
強
し
た
学
校
等
建
物
が
数

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、調
査
の
結
果
、主
要

構
造
体
に
は
著
し
い
損
傷
は
見
あ
た
ら
ず
、

建
物
の
安
全
に
十
分
な
寄
与
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
建
物
を
使
用
さ
れ
る
方

の
安
全
に
貢
献
で
き
る
よ
う
耐
震
補
強
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

［ 

（
株
）富
士
ピ
ー
・エ
ス　

小
森  

賢
一
郎 

］

久下田中学校
耐震補強建物の外部から

プレストレスで耐震補強

件　　　名 久下田中学校耐震補強 （くげたちゅうがっこうたいしんほきょう）

発 注 者 名 真岡市

施工会社名 鶴見・増山JV

PC施工会社名 （株）富士ピー・エス

施 工 場 所 栃木県　真岡市久下田

工　　　期 平成24年7月 ～ 平成24年11月

工 事 内 容 パラレルユニットフレーム２２構面

室内からの眺望 斜めブレス材の緊張

プレキャスト部材建方 プレキャスト部材の製作
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ベ
ト
ナ
ム
と
聞
い
て
思
い
浮
か
べ
る
物

は
何
で
し
ょ
う
か
。
ア
オ
ザ
イ
姿
の
細

身
の
美
女
、
生
春
巻
き
や
フ
ォ
ー
な
ど
の

低
カ
ロ
リ
ー
で
健
康
的
な
ベ
ト
ナ
ム
料

理
、マ
ッ
チ
箱
の
様
な
家
が
立
ち
並
ぶ
街

並
み
、
世
界
遺
産
の
ハ
ロ
ン
湾
等
、
挙
げ

れ
ば
き
り
が
有
り
ま
せ
ん
が
、
意
外
と

知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
交
通
渋
滞
で
す
。

こ
こ
ベ
ト
ナ
ム
で
は
主
な
移
動
手
段
が

モ
ー
タ
ー
・
バ
イ
ク
で
あ
り
、
バ
イ
ク
に

よ
る
渋
滞
が
頻
繁
に
発
生
し
ま
す
。
更

に
近
年
の
急
速
な
経
済
発
展
に
よ
り
自

動
車
も
急
増
し
て
、
交
通
事
情
は
益
々

悪
化
し
て
お
り
、一
刻
も
早
い
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ハ
ノ
イ
市
環
状
3
号
線
高
架
橋

工
事
も
、
渋
滞
緩
和
を
目
的
と
し
た
自

動
車
専
用
高
架
橋
の
建
設
で
し
た
。
施

工
場
所
は
、ハ
ノ
イ
の
新
都
心
部
と
呼
ば

れ
る
地
区
で
、モ
ダ
ン
な
高
層
ビ
ル
が
立

ち
並
び
、
建
設
場
所
の
両
側
の
側
道
は

ハ
ノ
イ
市
内
で
最
多
の
交
通
量
を
有
し
、

昼
夜
問
わ
ず
自
動
車
、バ
イ
ク
で
溢
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
様
な
都
市
部
で
の
施
工

で
は
、一
般
の
人
を
巻
き
込
む
第
三
者
災

害
の
防
止
と
、
工
事
中
に
交
通
の
流
れ

を
阻
害
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
一
刻
も
早

い
完
成
に
よ
る
道
路
の
供
用
開
始
が
最

大
の
使
命
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
為
、今
ま
で
の
既
成
概
念
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
無
く
施
工
方
法
を
一
新
し
、

全
て
の
作
業
で
省
力
化
を
行
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
言
う
と
、
建
設
工
事
に
必
要

PCのニューフェイスたち♯002

ハノイ市環状 3号線
高架橋
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半工期施工で得た、
海外工事での勇気と希望
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不
可
欠
な
仮
設
工
事
で
あ
る
、
足
場
、
支

保
工
、
型
枠
、
更
に
鉄
筋
本
体
も
出
来
る

だ
け
大
組
化
し
て
、
大
幅
な
施
工
時
間

の
短
縮
を
行
い
ま
し
た
。
大
組
化
で
問

題
と
な
る
の
は
、
そ
れ
を
自
在
に
扱
う
こ

と
が
出
来
る
揚
重
機
械
で
す
が
、
こ
れ

も
日
本
の
常
識
を
超
え
た
規
模
の
大
型

門
型
ク
レ
ー
ン
を
、現
地
で
製
作
し
て
対

応
し
ま
し
た
。
こ
の
様
な
大
規
模
施
工

が
可
能
な
背
景
に
は
、
海
外
工
事
の
利

点
と
も
言
え
る
、
昼
夜
兼
行
の
作
業
が

可
能
な
こ
と
、
付
近
住
民
の
理
解
と
協

力
が
得
や
す
い
こ
と
、
更
に
は
現
地
で
の

大
型
機
材
の
製
作
費
が
、
日
本
と
比
較

し
て
格
段
に
安
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
橋
梁
の
主
桁
も
現
場
の
速
い

施
工
速
度
に
追
従
さ
せ
る
為
に
、ベ
ト
ナ

ム
国
で
は
初
の
現
場
蒸
気
養
生
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
て
、通
常
の
製
作
サ
イ
ク
ル

を
半
分
に
短
縮
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
極
限
ま
で
考
え
抜
い
た
工

夫
と
改
善
に
よ
る
施
工
設
備
は
、
狭
小

な
作
業
エ
リ
ア
内
で
周
囲
の
交
通
の
流

れ
を
阻
害
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
熟
練

作
業
員
で
な
く
て
も
誰
で
も
が
容
易
に

扱
え
、
安
全
、
快
適
か
つ
最
速
で
作
業
を

進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
当
初
目
標
に
掲
げ
た
通
り
の
30
箇

月
の
契
約
工
期
を
半
分
の
15
ヶ
月
に
ま

で
短
縮
で
き
、
全
線
9
㎞
が
予
定
よ
り

15
ヶ
月
間
早
い
交
通
解
放
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

こ
の
早
期
解
放
が
生
ん
だ
経
済
効

果
は
数
十
億
円
と
計
算
さ
れ
、
発
注
工

事
の
90
％
が
工
期
を
守
れ
な
い
と
報
道

さ
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
国
の
建
設
業
界

へ
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
工
事
の
成
功
の
最
も
大
き
な
要
因

は
、
や
は
り
人
の
和
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
日
本
国
と
ベ
ト
ナ
ム
国

の
技
術
者
と
作
業
員
が
、
大
き
な
目
標

達
成
に
向
か
っ
て
一
心
同
体
と
な
っ
て
努

力
で
き
た
こ
と
は
、
海
外
で
建
設
に
携

わ
る
私
達
に
大
い
な
る
喜
び
と
、
未
来
へ

の
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム

万
歳
！

［ 

三
井
住
友
建
設（
株
）　
田
原 

一
光 

］

ハノイ市環状 3号線
高架橋

ハノイの交通渋滞状況

現地スタッフ足場・型枠・支保工のシステム化

上部工の施工

橋　　　名 ハノイ市環状3号線高架橋
（はのいしかんじょう３ごうせんこうかきょう）

発 注 者 名 ベトナム運輸省

施工会社名 三井住友建設（株）

施 工 場 所 ベトナム　ハノイ市

工　　　期 平成２３年７月 ～ 平成２４年１０月

構 造 形 式 PC3-5径間　連結スーパーT桁橋

本 線 部 橋　　　長 　2,070.0ｍ ／ 最 大 桁 長 　 38.0ｍ

架 設 工 法 　門型クレーン架設工法

ランプ 部 橋　　　長　447.6ｍ ／ 最 大 桁 長 　 38.0ｍ

架 設 工 法 　トラッククレーン架設工法
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